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私と動物
ノアの箱舟に乗ったパンダ

加 藤 一男

地球上の聖子生動物が、次第に減ってきているとい

われている。絶i威しかかっているものも以多くある

ようである。 そのために、繋~Jil区をふやしたり 、 1ふ

い地域を肝’1=.ifiJJ物の特別（~~.＼位区域としたりして、｛呆

説、保存に一生懸命に会っているわけであるが、 r,.~

1！［では、里f’I：必1)J物が減少してきたのは、人聞が、む

やみやたらに、殺したからではなく、人IUlがしたl守

然彼淡のみが大きいIJ;¥l主｜であると されてきた。その

例として、ケニヤの野’I：動物のための天国、自然動

物園内の刷物の変化があげられている。

ここて汁阜、 ifj}Jヰ勿カごf主んて芯し、る白川iをそのままにし

て、人Iii!に｝ItされることからえFっていることでイ1名

えて忌ある。

悶定された

原始自然を

失った地球

」二に、 illJJ才勿

をいかに｛呆

渡して、育

てても、変

｛ヒしている

自ηtσコi勾i太

をうけるこ

とになり、

危険である。

地球上に今

叶：きている動物の府1族を永久にな くしないようにす

でおるが、いつの問にか、象が異状にふえて、反M るには、ノアの桁Ji）－に収容して、特別な飼育を しな

に、バッフアローが円立って減ってきているといわ ければならないのではなかろうか。この箱舟の役n

れている。 をするのが、今後のi助物図の使命であるような丸が

このことは、 動物は、まわりの自然の変化に従っ してならなし」そのためには、111：界中の動物聞が協

て、減ったり、ふえたり、成は絶滅したりするもの 防lして、 手わけ して、それぞれの動物の極の保行を

で、白然がコンスタントであれば、動物たちも臼然 図る必裂が桶感される。 もう動物園でなければ、こ

の法則にf沿って変化がない筈であるが、 ったは、この の地球 tのf也の均所には生息 しないものが、そろそ

ケニアの広大な自然は、作られた自然で、ほんとう

の向Fべではなかった。

即ち、動物たちに恋い影響を与えるtのはJf¥(除い

ろ、iJlわれてきている。こうのとりやノ守ンダも何れ、

そういう運命にあると忠われる。中同が、今や絶滅

しか、っているハンダを、全i比併のかけがえのない

てやったり、食紛が月1馬くなれば補給してやったりし ものとして、永久に保有ーするために、万がーを心配

たことが、自然を破峻したと同じ結果になったこ と して1'1分の回だけで飼育せず、！ltWのノアの利jiJ・に

を意味している。 分散させようとして、そのーっとして日本に頂けた

ところが、今や、この地球上には、自然の空も、 と思うのは、思いすごしであろうか。

水も、結もなくなり、大なり、小なり人rmの影響を あの気迷いじみた歓迎も、見せ物としてではなく、

皆、 受けて、原始の自然は破壊され、変化を続けて この広l味であれば、大いに砧情なことである。

いる。このような、にせの自然に動物を訟いたなら

ば、いづれは、動物の llt~N も変化するのはあたりま

表紙の 写真 説明

”コピトコプウシ”； 七イロンなどで 宮市とし巾れ… づ 7ウシ
！；！：、 T7 リカやアジアの熱~！｝から、ヨ：1熱帯にいて、持さ、

j温二l 附 VH;~;l；いのと、 ：{f'I ＇虫や病；.，に抵抗 ）Jがあるの

で、 Jf斗i~ に弔・ ii カSられている
L.-『一時叫』~や

（大阪市公園部長）
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今年の願い

中川道 朗

皆さん、 nnけましてお日げsとうございます。

111；年は、fl日園J.:J.;.fとという「ベービーブームJ と、「小

人.1!tffHヒ」に伴って、入国者が激的し、 300万人以

卜．の人々が、｝I£[＼ミと安らぎを求めて、 !fi)Jヰ勿たちを訪

ねてこられました。

，~， 然から遠ざかるlllfの人々にとって、或は、子供

（「 たちのれ附育の幼として、今日 ?.it -7この傾向は

強まるものと思われます。

凶内も、かつてのオリ式から、放制.A：に己主治され、

動物たちは、毎日、元気に跳びはねてむりますが、

部市民）J物閣として、もっと もっと付と花がほしいの

です。

そこで、今年こそ、 「花と結のE畏1克主冬fiii」に＂＇〔，’：

をi丘いて、 「お弁当広J~ノ｝」や「ファミリ一広場」 、

E父l阜、又「似とツツジのll;Jjjむなどを作所に設けて、

人図占に花と恕いの広助を、提供したいと思ってい

ます。

oTく広々とした芝生の上で、家族や園児たちが揃

ってお弁当を食べ、遊び、組ころんで憩える局所・・・

そして、春にはサクラが咲き、ツツジ、

フジー…と阿季折々の花や、草花が圏内を埋め尽く

しているという、美しい凶にしたいのです。

動物園は 「＇I：きた図鑑」です。

動物たちの幸せを願って、世康ですこやかに、一

頭でも多くの赤ちゃんが’I：まれ、その可愛いいう径を

兄て戴けるよう努力すると共に、外同動物園との交

流も積極的に行ない、より多くの珍らしい動物たち

を、集めたいと思っています。

「木と花と!D)J物がーノfイ」

これ－／l払の今年の距良いです。

美しい！五）J物倒をH指して、皆総方のl暖かい御指導

と1泊IJz般を、心からお願い申し上げます。

（大阪市天王寺動物園長）

＂＇望~軍最~竺~......，；；；：：；聖~歪~至＂＂＂亘＝ー唾B垂直~亘ヨ~－－＝－－~ー一一一一一？＝高田孟孟:z::r.---.n._- ...；；；；：.，...＝胃戸，：：：~亘~亘~s::z~

新年に寄せて

中馬富美子

が激t(riし、協会は、人間行サービスにill憾なきよう

に、勉めてお・る次第であります。市に於きましでは、

子てから人11:1と動物との心のふれ合いの均である、

新年あ、日出1支うございます。 「こども動物問」の計l雨lも、進められているように、

いつもながら、ご燃沙汰ばかり致してお・ります。 伺っている次第でございます。向、当協会の新年度、

日頃は、協会のため符侃方のご支般をいただいてお 計画の中に、動物の而l三lい密性なり、’I：態が動物を

りますことを、衷心より感謝致してお・る次おでござ 見ながら説明を聞く、刷物内助説明機の取付けを行

います。私ごとながら、 「光陰矢の始し」で、主人 ない、入国された）j々に、もっと動物主II織持及のた

が仰びゆく大阪市に、数多くの夢を，l｛し、放人とな め、動物園事業に｜均プJ致したいと、日下検討中であ

りまして、早や－if'.がjf!!Jきaたのであります。
私は、せめて動物悶協会を、 ill政のつながりの一

端と思い、微力ながら発展につくしたいと存 じてお

ります。

昨年、 4Fl 1 nから、小人旅料［ヒの実現に｛半いま

して、ー柄、愛される天王寺動物幽として、入国者

ります。

どうか、この上共、ご支扱下さいますようお願い

申し !-.If、新年の挨拶と数します。

（大阪市天王寺動物園協会々長）

- 3 -



世界のウ ソ
小原秀雄

飼いウシは、世界に多数の品種 カ礼、る。角がなか

ったり、太くて長くな ったりし、乳IHが特に大 きく

なったり、 f本がよく』巴えていたりなどの峨々な変化

が多t、。肩にこぶがある コプウシもいる。

品相iは、人1聞が動物をいろいろの形に変化させた

もので、もう絶滅 してしまったオー ロ y グスがもと

らしい。 オーロ ックスは、角が大きく、 f本も大き い

ウシだった。ジュ リアスシ 吋ぎーが、 ゾウ 1：）.互いほ

どの大ウシだといった というほどだ。比べるゾウが、

北アフリカにすむ小型のものだったのだから、それ

ほどではないに して も、 ともかく相当の大物だった

らし L、。

オー ロ ックス は、中11上まで、でにヨ ー ロ γパで’t.

きていた里子生ウシだった。もう l穂、ヨ ロ γパに

は、今でも少し残って いる ヨー ロ ンパパイソンカ札、

る。 ポーランドやソビエトで、いったん完全に野生

で絶滅したのを、長）J物怯lに牛舎きていたものをふやし、

森林に放して、 依復させたものであった。

ヨ一 口 γパパイソンのm命に似ているのが、アメ

リカノ〈イソンで舟ある。オヒアメリカにいたアメリカノ《

イソンは、数千万だ った。豊かな大革原は、多量止の

パイソンを務な っていた。群れは、草原の草をはみ

つつ移動する。笠かな草原の草を、 パ イソ ンは部分

的 に薬を食べ＇.［i}Jt‘て行〈。オオカミは、パイソンの

ヲミ敵であり、パイソンを追ってくらすので、パイソ

ン は移動する。草を食べつくし、 －1~ を踏みl占lめず

に動くので、草原は維持 される。こうしてパイソン

と主主以とは、撲かさを保っていた。 191吐紀に入って

から、アメ リカバ イソンは射たれ、3守り つくさ れて、

飼いウ シが導入される。草は食べつくされ、七地は

荒れ栄て、砂淡となる。有名なユニオン ーパシフ f

yク鉄道の建設により、 パ イソ ン狩りは、い っそう

機 能化 し、わずか100年未前で、数千万のアメリカバ

イソンは、ほ J絶滅した。ノトは、飼われていたもの

の銭党である。

ア メ リカバイソンは、頭から前半身を長い まき毛

（オーロ ァクス）

を備えた、市1写な盟子生のウシである。その長い毛は、

フ ドの役に立つという。ヨ ー ロ Yノマパイソンは、

アメリカバイソンよりも四肢は長めで、 JI要の下がり

方がわずかである。

オー ロ ックスやノξイソンは、ヰヒ半球にいたが、人

間の文Flflの力が最も強〈及んだためであろうか、ウ

シ類の中では、最初に斜陽とた った。

もうすこし南へ行くと、チベ γ 卜の必阪を中心に、

ヤクが生息している。！阪の下にi七、毛がはえ、坐る

ときに凶H支を中に折り こんで、 IMぶとんとなる。雪

や氷の世界にくらすのに適している。これも、数は

ごく少な L、。家蓄のヤクは多いが。 も っと南へ行 く

と、イン ドからマレーなどの林にガウルがすむ。

額と凶H支が臼い巨大な里子生ウシだ。 インドの東部ヵ、

ら、スマ卜ラやボルネオ、ジヤワには、主に草原に

すむパンテンカハ、る。パンテンは、やも茶色 っぽく、

少 し小型であ る。閉じよ うな士也I或のJIIや、沼などの

水辺にくらすのは、ス イギユウである。 長大な角が、

半円を摘 さ、f本も大きt、a :IFウルとほ J同じ火きち

だが、四H支がもっと太くて、がっし りしている。や

、ス イギユウににているタマラオは、フィ リピンの

ミンドロに、アノアがセレベスにすむ。これら はみ

な小型で、 fIJも短かい。〈びは長めで、カモシカな

どに似てもいる。これもみんな極めて数が少ない。

スイギユウ は、地中海沿岸か ら東南アジアに、広 〈

飼育されてお り、オース卜ラ リアなどに も飼われて

いる。オーストラリアに飼われていたスイギコウは、

里子生化も していて、かなりの勢力にもな っている。

- 4 -

（「

いったん人間がウ シ類を狩り 立て、家畜にするか、

食べつくしてしまったものが、もう一度里子生にな っ

たりしている。真の肝生スイギユウはごく少ない。

数少ないといえば、インドシナのク ウプレ イは、

ほ，・・200ともい われている。 絶滅のおそれが一段と

厳 しく な ったのは、ベ トナム戦争のためである。

1937年に発見 され た、この巨大な灰色の野生ウ シ

は、発見当時 か ら、もう少なかった。熱棺ーに里子空ウ

シが多いのは、 それなりに食物になる縞物が多いか

らだろう。

Mも多い盟T-'t.ウシ類は、アフリカスイギユウであ

る。全アフ リカで300万頭といわれる。

アフリ カスイギ ユウは、ふつう草原にすむ黒色で、

大型の重厚なもので、赤補色で、角も短かい ものは

森林にすむものであ る。これを、別の極に区分する

考え方もある。 中間地併には、中間的なものが兄 ら

れるというが、わたしが、ウガンダのクイ ー ン ・エ

リザベス国立公園 という 、エドワー ド湖辺にいるア

フリカスイギ コウを兄たところ、赤補色のものも、

黒色のものとまじ って いた。これ らの種のちがL、は、

lょっき りと しな丸、。

こうしてみると 、ウ シ類は、人間 に追われなけれ

ば どち らかとい えば、世界に栄えているものである

る。 ウシとウ 7 とは、代表的 な草食以だ、だが、

この両者 は かなりちがう。ウマは奇蹄目で、ウシは

偶蹄目、このちが仁、は、 速 く祖先の分れが、 Ujt新世

よ りも前なほどにさかのぼれる。つまり、 11111乳類の

なかまが分れる Ji}初の頃カ、ら、もうウシとウ 7 のな

かまは、）jl］々のJ.lli化のすじ途をたど ったということ

hしL、。

奇~ff； 巴は、 体のE心が l 本の指を通る。だか h 、

同じ大き さの蹄が、左右に分かれる といったしくみ

には な hない。 一方、偶蹄自の方l立、 左右 に分かれ

て、 屯心がか‘り、少なくても l対の、ほ J同じし

く‘みσ）ll帝ヵ＇f＇容を支える。

ウシのなかまもウ 7 も、草原にくらしているので、

このちがl • のなI味するところは、 ；＇（＜ り よく わからな

t、。けれども偶蹄の｝jが、 奇蹄よ りふ んばり がきい

て、むきを変えたり、沼地を歩いたりするのによい

ことは、省雀かて2・あろう。

世；w中を見てみると、 極の区分のしかたは、：r＂者
で川、ろいろにちカfうヵヘウ 7 のなかま（ウマキ斗）は、

7-8種 、ウシのなかま （ウシ科）は、 130種以上

もあ る。 も っと もウシという・ど義も、このよ うな坊主

合には、相 当に拡大したものだ。積が多いだけに、

いろいろに分かれ、ヤギ ・ヒツ ジもウシ科 だし、ニ

ホンカモシカ』や、ジャコウウシもそうてがある。シカ

のように、仮美なレイヨウもウシのなかまだ。

ウマのなかまには、シマウ？と ロパとが入り、 n

のウ？というのは、家務のウマのほかに、 ノウマだ

けである。このノウマも人によ っては、日I］種としな

いこと もある。／ウマは、今ではモ ンゴルを中心と

した地域に、部分的に生き残っているだけで、そう

い った点で、ウ シ類 に比べてウマ類は、実にかすか

に しか生きていない。

ウシ類が、ウ 7 よ りも栄えているのは、蹄のせい

では なt‘。むしろ、 同のし くみからだろ う。 ウ シ類

の方が、ウマよりも消化器管がよくできている。反

紛のしくみがそうだ。植物を、こうしてJ:Tjみに消化

している。ウ シの糞は、よく？i'l化 され ている ことが

わカ、る。べった りとしていて、せんいの多い ウマの

糞とはらがう。

このよ うな舶物の矛I]14~ のしかたのちがt、が、ウシ

類の栄える恨拠の一つである。食いも ど しができる

のは、 組物をいそいで食べて、 胃の中にいれ、その

後でねて、ゆっくりとかみ直しをするのである。こ

れはウマなどより、とlミh号の上てヘはるかに利点があ

るといえるだろう。こういったウシのグループの中

で、 j訟も大きくて、優れた体つきになったものが、

'ff’hのウシたらなのである。その中で も、大型なの

がt、〈 種 かあり、特殊なものは、人lfllに平l]Jtlされた

り、｜開発のあおりを食 って、絶滅しそ うなのである。

（女子栄釜大学教授動物学）
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牛にひかれて
吉田平七郎

。 牛に曳かれて普光寺参りではなく、 ；駁台 fn汗し大

阪四天王寺の域内に、牛午・の新脊を飾る行や1•1立が残

されていた。場所は新宝物館の北側に夜る小さなお

笠で、石神織と呼ばれている。午の絵馬がたくさん

奉納されていて、 t~·堂内には、かなり古びた大小の

牛が左右に並び、御本体は牛の化身した石川微だと

いうが、これは外からは持めなし、。-G~·I•織を斗サ，，，係

という人もある。縁起は1370余年前、聖徳太子が四

天王寺主主1'r..の当時、石材や木材を運搬するにI草ら牛

の力によったので、其伎役t，，にイ卜れた犠中I:も少く な

かった。 そこで、聖徳太子がそれらの牛を供主宰する

ため、ここに建てられたものであるという。劇作は、

牛が草を食うので、宿や組物の治癒祈願に参持する

人が多札、。 しかし私は、これは動物園にもある、動

物の慰霊童神のH木における元祖に値するものと、 I拐

く評1illiしたし、。動物愛秘史上の第一頁を良iiiる役立Iな

宣言料で、牛｛！＇.に当り会同（I ＇~ に紹介してお・〈。

6 各地のヲ討中さんには、臥牛、機牛があり、牛乗り

天神の人形もあって、そのけl~経を硲めてみた。今日、

天満天神といえば、菅原辺氏公のことになっている

が、本来｛卓、ヲ仲I•すなわち突の卒中を祭ったものであ

ったのが、平安時代の中tJ(から、天神が’tr公になっ
てしまったもので、それは非速な晩年を送った迫真

の怨霊が、雷となり崇ったので、それを鎮めるため

に、 京都の北里子天~·I• に然られた。 そこで、 ラR~•I•、雷

神と迫真．ががiびついたもので、天i前大内向天神は白

牛に乗っているので、当然官公が牛に乗り、牛がお

f史になったものである。北野天神縁起には、もうー

ケ所にも牛との奇縁が述べられている。管公が筑1lfJ

の配所て＼窓しくなられ、四]ltのi互に纂所を〉主め、

牛にひかれて、送務の途中、肥満多ブJのつくし牛が

一歩も逃まなくなって、余I~ なく rtmにある安来寺

を墓所にしたとある。世界てるは菅公の’I:誕が、承平日

12年乙司王6月25口という牛1］てであったからというの

は、余り必：l味のない薄弱な俗説である。

ム歴史上の人物で、も う一人西行法師と牛のJ&,l需が

珍らしし当。西行さんが東同行脚C7)時、ある夜、人家

の軒端をかりで宿泊していたが、夜深けて賊がその

家の牛を盗み去った。夜がllJlけで牛がいないので、

てっきりこの旅僧が盗んだものと疑われ、たたかれ

ようとしたので、 「我は凶行なり、許せ日午せ。J と

白状したが、 「まこと西行なら名高き歌人、 一首の

歌に十二支を詠めば許すべし。J といわれて、 J:llll坐

（天王寺の石神堂）

に西行が「午米、 rj1西成よ早く亥 f・、丑寅ぬさえりll

き字，辰己IこJ と見事に答えたので、牛の持τl三も大い

に！·~P処して、危い草ftをのがれたという。伏見人形に

富士兄iN行あり、盗難除になっているが、とらぬが

とられぬ呪いになり、西行がガード7 ンにまでなっ

ているとはおもしろい。

6泥体よけとは反対に千客万来、 一度くれば再三来

るようにと、縁起を祝うIll芭が今も大古II会で見られ

る。ちょっとした小料珂1.屋の門円の敷居の上に、凝

り温をしていることがある。寄席などでも見かけた

ものだ。 これは、中同伝来の故1]Jをまねて、あやか

ろうと念願したもので、話というのは店の玄宗皐帝

に数多の後宮があり、ムーたちの争いをさけるために、

牛に乗り、牛が歩いて行きつくままに、一夜を明す

ことにきめたが、どうしたものか牛は毎晩述続して、

特定の家に玉をはこんだ。というのは、賢い女がし、

て（払｝食妃の前身）、ル1--の好物である海を、ひそか

に門uにおいていたからであった。これは、日中I甘l

の古い交流を物総るひとこまで、牛年のクイズ附凶

になる。

6 今（ j: 、 ニ~＼＇都大路の牛車が、カーやトラックになり、

スピードfヒを謡歌しているが、牛は大地をふみしめ

て、一歩一歩前逃することを学ひとたし、。 もうひとつ

午が反約して、 50～80回か持、みこなすことを忠出し

てほしい。防線過剰時代に、ドIんでも約呑みしてい

る人が多い。どんな些細な問題でも、一応かみしめ

てよく昧ってみることが、特に税了正：rnにも必要だと、
牛になり代って強3悶しておきたい。

（おもちゃの動物園長）

一6 ー

サンディエゴ動物園の想い出
大塚建 一

サンデイエゴ刷物関は、サンデイエゴの中心を占

めるパJレポア公閣のcjIにあり、およそ1700種5000近

し、動物が集められており、世界的に布名な動物聞の

一つである。

itliれたのは、 3月下旬す きとおるような青空に太

陽がかんかんと照りつけ、桜の花が咲きほこり、平

日にもかかわらず、家族づれや観光客がいっぱいつ

めかけていた。

圏内（j:、広大な敷地に高低をうまくとり入れた立

了 間時国で、線がれその規模の大きさに、ま
ず鰐いた。 烏をみたいとしづ親子づれとー諸に、大

ケージ（金網）の中に入ると、木々がうっそうと繁

り、泌が落ち、小川が流れ、自の前を飛んでいく鳥

がいるかとおもえば、え さをっついている烏や高い

木の上で居日民りを している鳥もおり、小Illに添った

小径を下ると出口に出てきた。刷物闘では 、鳥は金

網の外から見るものだとばかり思い込んでいたので、

「1然に近い現境の中で楽しみながら，偽の生態を観祭

できる大ケージには大へん感心した。

また、主孟語文ショウをaやっていたカヘこれもちゃち

なショウではなく、ライオンやトラといった大物Jが

たくさん登場し、子IJーばかりでなく大人も大ぜいつ

めかけており、大変人気を呼んでいた。

しかし、中でも一帯印象に残ったのは、充実した

子供動物園である。

園内に入ると、色彩もあざやかなオームやリス獄

がぶら下っており、 j湿りぬけのできる烏舎、廿円ネ

（かわいい動物とスキンシ yプ）

ズミの家や、

イースタエ

y グを育長ど

ったふくろ

うの家があ

る。涼：に、

かどを曲る

と、棚の内

側に堀があ

り、そσ〉前l

こうに~や

ライオンσ〉

子供が放し

飼いされて

いるところ

に出てくる。

その反対側

に｛卓、 ドー

ナツ型のお

りに久、って

いるくも3震

プールでt永

いでいる大

（かわいいillh物とスキンシyプ） 海ガメが目

に入る。

さらに辺主んでしミくと、 シカ、 ラマ、寺主、プ夕、

うさぎ、ニワトリ等が放し飼いにされている聞い場

に出てくる。 ここは、子似たちに最も人気があり、

iJl.11物リにえさをやったり、なでたりし、!fi)J秒jと向由に

楽しく遊べると ころである。

このほか、子供動物園には、親に姶てられた赤ん

ぼのサルとかlI l羊を、飼育係の人が日甫乳ピンで育て

ている械子がガラス越しに兄える保育室があり、 さ

らに、 10～ 15人位のグループごとに動物の情態につ

いて教育的なプログラムをやる子供劇場をもってい

る。

圏内（j:、人口から出口まで一方通行て＼子供たち

が「次はいJかな／」と期待に胸をはずませながら、

どんどん進んでいくうちに、いつのまにか出円にき

てしまうというように、いろいろと趣向がこらされ

ている。

このアイデアに富んだ子供動物園で、子供たちが

かわいい動物と固と目をみあわせ、ときには動物を

追いまわし、幼い頃から動物に対する愛情をはぐく

み、また、大人もしばし童心にかえり、子供と共に

殺しく過している縫子をみるにつけ、近い将来、大

阪にもこのような充実した子供動物園をぜひ実現さ

せてほしいと怠った。

大阪の子供たちが、動物と向由に遊ぶよき場が与

えられ、事i4と して動物を追いかけ、かたわらで目

を細めてながめている幸せそうな母親の機子がふと

目にうかんだ。

（大阪市総務局秘書部外事課）
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“外 国”

↑スペイン（牛と小鳥の共生）

↑インドネシ77（コブ牛）

中国（ヤク）→

f西ドイツ（牛の組合せパズル）

12月の動物園日記
1 キリン舎に、このFlから夜間の暖房を入れはじめました。

2. 放飼中のフラミンゴの風ti）り羽恨が伸びてきましたので．

飛び出さないように切ってやりました。また、 今年」、化 し

たキュ パフラミンゴの脚に、認織リングをはめました。

ワラビ一台すが、黄信で死にました。

3 キリンのめすが発情し、 交尾を確認しま した。分娩後3ケ

円余りです。

6. キヨンのおすは、什折の治療中でしたが、惜しくも死にま

した。

7. l時収容舎に入れていた、今年ふ化のキジ顕を、政縫合に

移しました．

8. カナダガンなど、航鴨頴 3樋 8！.＇！.が、動物交換で入闘しま

8 

動物園グラフ
“牛のおもちゃ展から”

恒例の干支にちなむおもちゃj妥を、 1月 1日から15閉まで催しま

すが、その中 から外国と日本の牛のおもちゃを、ご紹介します。

出品者は、おも ち ゃの動物園長の吉田平七郎さんです。

↓スイスけアルプスの牛）

，，ι 、

ι為ヲ映

？アメリカ（ベルが鳴り、尾が回る）

した。

9 エチオピ7から附られたライオンに、 2度目の赤ちゃんが

生まれました。赤ちゃんは2ii.TIで、いずれもめすでした。

州乳も陥認していますので、元気に背つでし ょう。

10. スカンクが、寒さのため食欲がな〈なり、死亡しました．

ベンチの寄贈があり、 250脚が関内にお・かれました。

11. ヌートリ7の子2頭が、突然口から血をふいたり、ふるえ

たりして苛しみだしたので、動物病院で子当をしましたが．

l鎖（;I:助かりませんでした。

12. イワ トピペンギンの足に、まめができ、歩きにくそうにし

ていますので、治療をしています。

13. 関内の花』授に、正月間の議牡丹（ 5 0 0株）を植えました。

クモザルのめすが、大R昌炎のとめ~Eにました。

14. 今冬第 l回目の、ニューカ ッスルの生ワクの授与を行主い

↓埴輪の牛

.,. . 
ー

↑伏見の俵牛

ました。例年、キジ釘1を Iミに米!f守3n：まで、 4問 I！.ど行な
L、ます‘。

15. い l:f' • 、のししσ）trlーカ仁 H記H工をお・こしました。

オランウータンのユキちゃんが、 il'ilヒ不良を起して治僚 を

受けています。

16. いぽいのししが、死亡してしまいました．勝目先結石がたく

さんあり、旅）ltにつまって尿が出な〈なり、脇島正が破裂し

てしまいました。

18. キヨ ンのめすが、同院中のラクダに噌まれたのが、骨折し

て予Eにました。

大阪市と、サンフランシスコ市との姉妹都市級品~15周年を

記念して．デヌキ2闘が、サンフランシスコrHlニJI曽られる

ことになり、大阪主奇・＇.！から出発しました 。お返しとして、

今年3円にダマシカ 2頭が、Jmられる予定です．

“日 本’：

ベ

↑牛乗り天神（伏見と提）

？沖縄の闘牛

←善光寺の布引牛

f京都の牛車

19. オリ ックスのおすが、 f也の動物を戸iでついて、何めないよ

うに、 J'IJの光を少し煩かく切り訴してやりました。

21. エランドのめすが、人闘しました。

”干支に因むあ・もちゃ風” の飾りつけと新lltl~＆ J< を1tない

いました。また、米年のエトの牛舎には、鏡もちとしめな

わが、飾られま しと。

22. 動物たちのクリス7:Aハーテイを、行ないました．幼被団

児たちが、オランウータンのユキやさっ きを閲んで、 ツリ

ーをnrrに、おいしいクリ :A7 :Aケーキをたいらげました．
24n人止酬のペンキ盗殺を始め、迎春準fri~ にか、りました．

7ンボルトペンギンが、必死しました。同の中から、 IOI吋

硬貨やボタ ンが、l.l:lてきました。

25. くろかもしかのめすが、念、死しました。
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一 一

家畜としての牛
井上定幸 ず買いに~l.! tJ＇図ではJ，~近その利川が減りつ・あります1久山也

を緋L、また11t林よりの木材のJ¥ff！的、その｛也の京い荷物を辺f,J:

我が囚における牛の飼養についての探究は、はっきりしない 労 ）Jの提供、次には、そのふん、以等の排地物を肥料と してや！

ところがy,いのですが．神代からr'.l:m、す缶わち、田を排した rn十ることです。E見内二はIt・－戸肥料が発注して余り利用されなく

り、 illいものを辺倒2するために使っていたといわれています。 寄りましたが、大台から沿近までl'tif（な肥料として米変はもと

また牛の乳を飲むようになったのは身倍、天引のH午、宋の入、制 より、そ菜、等品作物の’Uliに府J)IJされました0llJJifl以後に生

·1；~.が我が聞に帰化して、持乳技術を （.f. え、これが牛乳を利Ill ってからは、仏教思想の影仰のために食附にされ♀かった牛肉

するようになった始めと言われています。 が、欧米の快活峨式のii.［人と、食’i＇.活を兄習うようになり、そ

その後、文武夫1：！.の11；，；に大とii令が発布せられ、1品業の発注に の11,'i川がi析次JM大して我が囚の食肉の中心となり、大いに皆峨

!;l:'i＂が必’；＆！であると riう考えから、その恥1千Tを奨励され、また の動物ili「1栄養源になりました。次にその宇しは牛乳として飲HI

一方では元町l実・1の叫に山械の同、今の，；，l'lllf(.f下で牛の苧Lを手IJ され、乳幼児の同Jl乳t二、紛人の栄養に.f'11mされていることは勿

問して煉乳、お・よぴ、今のバターのようなものを；；＇！らせて朝廷 崎ですが、第二次大戦後は特にバター、チーズ、ヨーグル卜、

のmに｛虫hれたと宵われています．午・i足時代になりますと、牛 アイ 1 クリームと して、また製葉原料と して、キ守ラメル．チ

は牛ーJlとしてi't肢の乗物とし、また別問時代には戦争のM干の布石 ョコレート、ビスケットミ平に利用され、栄養と噌好を満足さし

物のj¥J!伽符に祁：j•11 として利用されました． その後、明治時代ま で〈れています。一方皮は、靴、装身具、衣JJll蒋広範｜瑚に利m
では loとして供緋問、辺倒2用に利HIされていましたが、llJJiMl長 され、’円、 1内容は E芸品に制 1：されて .fl.，主の快活をil~I L、まと

~If後、宇UIl牛が外国から輸入され.i生問牛J;I:伐米の和牛に、輸 工業円1原料と して大いに利fllされています。脂は食州、薬JTI、

入した1利什1'1ーを交配して、役肉rn牛として改良されて来ました。 工業川に前倒しています。このように牛は＇ I＇まれてから死ぬま

それおがIJlt臣会図的に飼っている乳J.11牛、 1主HWIユであります。 で．なむ死んでからまでも弘速に樋々♀巴．恋を勺えて貨献しで

乳miJ ・、 1i~mヰの~l.!が固で飼われている品開は大部分は乳m牛 います。

ではホルスタイン樋.JJ:J用牛では以毛利倒、でありますが、そ 段伝説が悶および大阪府の午の飼箆1犬況は表2のとおりであ

の外七として飼hれている品種必ぴ、その特徴等は下記の長 （ りますが、その表にありますように近f下はJl:J持l牛が漸次減少し

ポ l）のとおりであり ます 。 て字Ull’ドがこれに符っておりま寸ー。

’1－・はね，）.且にどのような恩恵を与えて氷・たかと考えますと、先 （大阪府農林技術セン宮ー）。
褒 1. 
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U) ‘’．一a ，一－一一‘ a信...－一－ ..... I-• w ” 可 ’ E’守，，、．' ~ .... ，，， 司守，..，、，. ト~ ~＂＂の-r~•r-t -，..州 tAH! ..全信州主制限守’”嗣網目

T>  .. ~ .. lナグムージ，リ.J T 訪ね州1.:1111/i(~L <fillf'I＂＇， γ，リk J.,¢ ...... ,, .... .，，.刷 l• ，，.＿’臨置
←日刊... l ←aト，．，刊に削吋O:A'-'''.tbl1企 J R\•., •l'lfDtl叫慨に l • 1:io- 950lo.• 百.， . 口

同日

質 ！日可… I＇…・ 7パ倉 。 l …＞.~.－.. －~＆L. l”戯曲師百円と l樋 lサグ.< －昆令，目，守 ！退鴫繋僧に志吻て白Aen
I I品 J抱 ν－，ニ，ド』 iι.≪，’唱ltt腎，・・＝・’<I

特， I I I I ：：~！~ ~：.；；，＂州内 le醐叶 E岨館
1…＂－ ・・ 1~ • シス J旭 川 ヲラシ…一＿，.，，.ー i’－ - －一ー｜

lイ… … ｜鎗小‘，唱”＂－嗣鴛＠，‘マ‘． 問…とL 伶凪λ＂ l勾，’t
I て故舟，包，s‘．句＂，‘ι t命牛でuι－..l:C.k匂．．餌l

問.lit.J:.（.術師＂＂ 4ν'2' It IO田＿，＂＇臥‘

シ.c
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表 2.牛飼筆頭数の推移

（全 国） 単位 ：4戸 ・4頭

乳 Ill 'f I句 Ill キ

飼聾飼捷 l 戸 飼葺飼聾 l 戸
当たリ •• ，たり

戸＆I9.且 t19li n 戸 fHJl ti ~ti ti 

30 2剖 •121 I 7 2, 280 2, 636 I. 2 

43 337 I, 489 4. 4 I, 027 1.666 1.6 

44 324 1,663 5. I 989 1, 795 l, 9 

45 3伺 1,8().j 5. 9 町E 1.7回 2.0 
十一ー一一－i-
46 279 1.856 6.6 797 1, 759 2. 2 

47 I 243 1,819 7.5 I 6η I, 749 2.6 

（大阪府） 単位 ：1戸 ・1頭

43 I 1. I!如 17,200 1-t.6 

44’I, 150 17, 7・10 15. 4 

一ー I. 2 

I. 7 

2. •I 

動物記者の目
子供動物園の建設を／

人｜：似・(i'’l’のチピッr-ラ イオ ン3lifiが危り題lる持

事：iさくの－f句、赤、ぃ栴1r－の幼fftl叫児らしい k：の子が
寄 ってきた。 T＇を出す のかと，思ったとえ入、さくの

制に；n;・，包・ ったライオンl二L、きなり－r.vl'J、 IX:Hl!!IJに

J上 って さら l二「ライダ一、キ ツジJ 。 みかねて t!fi)J 

物いじめたらあかんよJ と仰をかけると、少 しii:!主れ

たと二ろtコ‘たJ1l1j級 h しい二 人がジ〆と にらみつけ

、

た。天王寺動物闘の初秩のー コマー。

イヌやネコも飼えな L・1・tlJ也族カr，乞＇.i（号、街角でr-イ

ヌをみつけて、 vなさ II＇.す の はまど しも 、蹴11をば した

り怖を仰 って追いかける｛－fltばかり 。 犬 トー.＇！＇でチピ ばい抱きしめられたり、ぬ L• ＜’るみと 11¥I；＠；えて投げ

（ライオ ン）

.,, （・燃料イヒヵr・kI見したと与、’I＇.ま れ てま もな いコプ JI~ Iよされたりして ~E亡したという。それでも Hi止の

ら pん ｛フ ヂコプラクダ）が歓迎に・1ったのに、采 1liは起こらず、必裂性を Jfj:必，1哉させただけ。エサの

Hかいもに触れたのは、制＇（j'f系より＇ 1'・ ＜出作を11·~ 勺えすき’でノぞンパンにふくらんだII涯をみて r!ll./J物 jた

した，Uパf1l1I川と.J)}J物品f：：＜ のカメラ 7 ンどけだった。 i.¥' Jの 戸1もあるらし いが、しょせん助物l;(Iは人川の

’l'.1'i1とII卜l姶を辺、ぐあまり、”心仰を忘れた大人たち ための胤設。肝’I:!fiJJ牧lを オリに閉じ込めること l’1（~＞ 

が、 （－似たらから動物全愛する心を怒 ってしま った。 が1::i凶なのだから、モんなm .1r.t1 よさ~：tu ’ギにまかせる

など1r.•n ：が欣し制 L 、され、小··；q，；：人＂；とI前 (1)幼児たち

が小ill.I！物をねr＼、 たり 、 エサ~や 勺たり 。 ヤギに .l.t!. ~と

かけられベソをかくチビ ッ fーもいたが、~しそ うな

歓ρがよ~fの lI lに こだまし、ほんの少しし かみられ

ないパンダ合J.:J.kに子供たらの .IH.'11よ満足そうだ っ

た。迎二 nlよ1・ {-(J~の折線 n 」 として入γloや幼干i色 体柏哨酬岬州側引傾倒ヤブニラミ胡酬梢州州剖酬抑制

ょうだ。

都会のアス 7 7ルト ・ジヘーングルの中 で、せめて

r供と !li)J物のスキンシ 〆フの険会をと東京 ・上里r・ill.11

物凶には2311＇・から fども動物l必があるとか。上京の

つ いでにのぞいてみた H、ヤギやヒツ ジ、ペ ンギン

l立l リ~Cl)I ・11 f1，、 l こワ~；f'll.をまヵ、べ才ると t、う、」二型fi二Ill＼！.：，寸r、

1'.1!11ゼ・』l!1Il、京都、 1'1予｜品！な どおもだった肯11市 の動

物幽には、紘l伎の大小はともかく r-（）~ 11/J物凶コーナ
ーを耐えて いる。大ー王寺にもlロlγ，のコーナーがある。

だが剛氏を入れると!l)}J＜屯気仕掛けの刷物Lt'かり 。

｛也｜姐をXiiって いる綾子辿れを必l:,IJるコーナー だ。

今秋、 ｛－ (J~刷物l童l を投凶した~l :l路市江刷物国では、

オーフ ンから一週Ill！のうちにウサギ241l!;が 、 ／Jい つ

以外にない。天王．干の （・ fj~!fi)J物ll'il -1'1＇＇存念！が，1,f; I，也にな っ

てから久し t、。だがl弘l係内の熱／｝.：ーが不足しているの

か、＇,k;l!t!i'n'.jffiしはきっ1.rり111111~与い。と かく r う る

おいのない刷物i剖J といわれてに、るだけに、ー11も

小〈’~I見を、フ ｛ ーリ ングl時代といわれていると主、

刷物設.l伎の言集ーを繰返すよりハダで感 じさせる ｝jカ3

:(}J ~~は大 Z L、。 {-fj~動物｜世lill.1立が本当の必：味で市LI.'.:

に縦しまれる“市L¥:!filJ物 l世！”の第一歩かも。

(M M生）

O .A:-1ミ寺刷物｜世！のilX作動物lよ、 llJ l 末現住298~ifl l288 

点。登録もれがl,J.fiJi 17 ,•,',i, 0 キシ ャと称、し、 26年に入

l州、ボイラ 一室・ 2際 の “ クラブ室”に入J,1｝。日本

の!fllJ物凶では・’H世lだけの珍 純 。ィ託行性強〈、 ア ルコ

ール矧やノ守イを好み、ときに奇声を発する。説悠点

~rn~ しく椅属イユ； 1 111 。

（南大阪記者クラブ一間）
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